
「ピューリタンの共同体」としての

17世紀ニュー・イングランド社会

薙澤梓

はじめに

多文化社会と許されるアメリカ社会において，宗教はどのような役割を果た

してきたのだろうか°2001年に起こつたアメリカの同時多発テロに際しては，

プッシュ大統領は神の名の下にイラクとの戦争に突入することを正当化した。

大統領の用いたこの「神」という言葉は，アメリカの社会学者ロバートーN・

ベラーが「アメリカの市民宗教」と定義したもので，特定の宗教の神を指し示

すものではない。しかし，この「神」という言葉はアメリカ国民に共通の感情

を呼び起こし，彼らにひとつの共同体の一員であるということを認識させるも

のである°

周知の通り，アメリカ社会は多くの異なる人種・民族により成り立つている°

それは1620年のビルダリム・ファーザーズのプリマス上陸以来，イギリスをは

じめ世界各国から言葉や宗教，生活習慣のまつたく異なる多くの移民が流入し

続けているからである°　しかし，ビルダリム・ファーザーズをはじめ，最初に

アメリカに入植したのはピューリタンであり，歴史的に見ても彼らが現在のア

メリカ社会の原型をつくつたことは明らかである°　このため，宗教は初めから

アメリカ社会と密接に結びついたものであり，植民地建設当時から国民を統合

するために用いられていたと考えられる°

また，アメリカ社会において，国民をひとつにまとめあげるために宗教が利

用されてきたのは，あらゆる相違を超えて，同じ宗教を信じるものに共通性を

与え，強い連帯感を起こさせるという性格を持つているためである1°　した

1蓮見博昭『宗教に揺れるアメリカ』（日本評論社，200れp．5・
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が っ て
, 文化的背景が異なる人 々 の集りであ っ て も , 宗教 に よ っ て彼らは ｢ ア

メ リ カ人+ と いうひと つ の国 の国民として の アイデ ン テ ィ テ ィ ー を持 つ こ とが

できる の である ｡

と こ ろ で
, ｢ ア メ リ カ 史における最初の 明白なア メ リ カ 人+

2

と評されて い る

の は
,
1 7 世紀後半 の ニ ュ ー

･ イ ン グラ ン ドの教会の 中心人物であ っ た コ ッ ト ン ･

マ ザ ー で ある ｡ 彼が ｢ 最初 の ア メ リ カ人+ で あると いう ことは , ア メ リ カ社会

と宗教との結び つ き の観点からみ ると非常に興味深 い ｡ 本稿 で は当時の社会的

状況とそれに対する彼の態度か ら, 1 7 世紀後半にお ける , 共 同体として の ア メ

リ カ社会と宗教 の 関連性を考察した い ｡

1 . 1 7 世紀の ニ ュ ー
･ イ ングラン ド

17 世紀の ニ ュ ー
･ イ ン グラ ン ドの ピ ュ ー

リ タ ニ ズ ム に つ い て 述 べ る前に , ま

ずピ ュ ー リタ ン が ア メ リ カ大陸 へ 渡 っ て きた背景を知る必要があるだろう ｡

ピ ュ ー

リ タ ニ ズ ム と は
,
1 6 世紀半ばに英国国教会の堕落した姿に失望し , 聖

書に基 づく純粋なキリ ス ト教の信仰をもとめた人 々 の思想で ある ｡ 当時の 英国

国教会は, カ トリ ッ ク の ような形式的な儀式を重ん じる傾向にあり, こ れ に放

対する立場にあ っ た ビ ュ J ) タ ン たちはイギリ ス で迫害され , 信仰の自由が認

め られ て い たオ ラ ン ダ に移住した｡ しか しオ ラ ン ダ の 寛容な風潮は , 彼らに

と っ て は宗教の自由とはかけ離れた堕落したもの と感じられたため ,
ピ ュ ー リ

タ ン は真の信仰を求め て大西洋の 向こうの新大陸 へ 渡る決心をしたの で ある
3

o

例 をあげる と, 1 6 2 0 年 に は ピ ル グリ ム ･ フ ァ ー ザ ー ズ ( pilg ri m F at h e r s) , 1 6 3 0

年に は , 後に ニ ュ ー
･ イ ン グ ラ ン ドの初代総督となる ジ ョ ン ･ ウ イ ン ス ロ ツ プ

2

K e n n e th Sil v e r m a n ･ T h e L lf e a n d Tl
･

m e s of C o tt o n M a th e r( N e w Y o u rk : H a rp e r & R o w , 1 9 8 4) ,
p ･ 4 2 3 ･ J o h n C a n u p , O u t of th e W ild e r n e s s( C o n n e c ti c u t‥ W e sl e y a n U n i v e rsit y P r e s s , 1 99 0) , p .

1 98 .

3
c ot t o n M at h e r, M a g n a li a C h risti A m e ri c a n a , B o o k Ⅲ, p . 5 3 に は, イ ン グ ラ ン ド生まれ の 牧師
ジ ョ ン ･ ダヴ ュ ン ポ ー

ト (J o h n D a y e n p o rt) ( 1 5 9 7 - 1 6 7 0) が オ ラ ン ダに移住 したとき の 様
子が述 べ られおり, 彼 は 自分がオ ラ ン ダ - 行 っ たの は , ｢ オラ ン ダで行われて い る無差別
な洗礼を見てくる よう神 に遣 わされたか ら+ と述 べ て い る ｡
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｢ ピ ュ ー リタ ン の共同体+ として の 1 7 世紀 ニ ュ
ー ･

イ ン グラ ン ド社会㊥

(J o h n W i n tb r o p)
-(1 5 8 8 -1 6 4 9) 率 い る ピ ュ

ー

リ タ ン が ア メ リ カ へ 渡 っ た｡

ウ イ ン ス ロ ツ プ は大西洋上 の ア
- ベ ラ号 で 『キリ ス ト教慈愛 の 雛形』 (A

M o d el of C h risti a n C h a ri ty) と いう説教を行 っ た｡ こ こ で彼は自分たちを聖書に

登場する｢ 丘 の上 の 町+ にたとえ , 世界の目が自分たちに注がれて い る
4

とし, 伝

仰に基 づ い た共同体を つ くる ことを宣言した の だ っ た ｡ そ れ ゆえ , ウ イ
ン ス

ロ ツ プは旧約聖書に登場する ユ ダヤ の指導者ネ へ ミ ヤ や モ
ー セ に なぞらえられ

て い る の である
5
｡

ピ ュ ー

リ タ ン は彼の 説教に基 づ い た新し い神 の 国を つ くるため , ｢ 目 に見え

る聖人+ ( Ⅵ si bl ｡ S ai n t s) によ る純粋な教会の設立を.
もとめ て い た ｡ よ っ て , 教

会の 会員になるため には厳格な審査が必要で あり, 教会の 会衆をまえに, 自分

が い かに神から救済されたか と いう回心体験の告白をし, 牧師と会衆に認めら

れなければならなか っ た ｡ また, 教会員 でな い 者は公民 で はなく , 政治体制に

入る ことは許されて い なか っ た ｡ こ の 点が ニ ュ
ー ･ イ ン グラ ン ド社会 の最大の

特質で あるた め , ニ ュ
ー ･ イ ン グ ラ ン ドの政治体制は神権政治と呼ばれて い る ｡

しか し, ウ イ ン ス ロ ツ プが目指した ような信仰に基づ い た共同体 の実現は,

早くも1 6 4 0 年代には実現されがた い も の とな っ て い た｡ 当時ボス ト ン に住ん で

い た家族のうち , 約 4 分 の 1 の 家庭 の両親が非教会員であ っ た た め , その よう

な親を持 つ 子供に は洗礼を授ける ことが できなか っ た の である
6
｡ さ らに移民

の増加に伴 い , 非教会員の割合は年を追う ごとに多くな っ て いく｡

そ して ニ ュ
ー

･ イ ン グラ ン ドで生まれた世代が台頭する時代, つ まり1 7 世紀

後半になると, こ の こ とが｢ 目 に見える聖人+ の教会にと っ て大きな問題とな っ

た ｡
こ れ ま で ピ ュ ー

リ タ ン の教えに基 づ い た信仰深 い生活を営ん で い た社会に

ち, 世俗化の傾向が見られるようになり, 礼拝中の居眠りや安息日の 無視 , 飲

酒 , 服装 の乱れ, 長髪, 子供の夜遊びと い っ た問題が繰り返し取り上げられ
る

4
M ill e r

,
P e r ry , e d .

,
T h e A m e ri c a n P u rit a n s , T h e i r P r o s e a n d P o et ry ( N e vv Y o r k ‥ D o u b l e d ay

A n c h o r B o o k s , D o u b l e d a y 皮 C o m p a n y , I n c . ,
1 9 5 6) , p ･ 8 3 ･

5
M at h e r, M a g n alia C h ri sti A m e ri c a n a , B o o

k II
, p p ･ 8 -9 ･

6
E v e , et t E m e , s . n , P u ,it a n i s m i n A m e ri c a , 1 62 0

- 1 7 5 0 ( B o s t o n : T w a y n e P u b lis h e rs , 19 7 7) ･ p ･

5 5 .
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ようにな っ て い た｡ こ れと同時に , 教会員になる ことは名誉なこと で あ っ た 一

方 , 献金や政治参加など, 教会貞になる こ と で生じる責任を負 い たがら か ､ 者

も出てきた ｡ また
,
い つ ま で も回心経験をもて な い信者の増加やさらなる移民

の増加によ っ て , 教会貞と して 認められた信者の 割合は年々 減少 の 一 途をたど

り
7

, その ため教会の社会的地位は弱まる傾向を示 して い た ｡

教会員の減少をく い止め , 教会の弱体化を解決するため に, 1 6 6 2 年に教会会

議が開催された ｡ こ の会議で は , い か に教会 の純粋性を保ちながら教会貞の 数

を増大させるかと いう こ とが争点となり , 多くの 反対意見にもかかわ らず ｢中

途契約+ 制度 ( H alf - w a y C o v e n a n t) が採用 された ｡ こ の制度により, 教会員で

な い 両親を持 つ 子供にも幼児洗礼が授けられ, 回心 の経験が か ､ 人 で も , 教会

の用意した｢ 契約文+
8
に合意する こと で教会の ｢中途会員+ になれ るようにな っ

た｡ しかし, 教会の純粋性を保持するため に , 重要な儀式である聖餐式に加わ

る ことが できた の は
, 回心体験を告白したうえで正式に教会員として 認められ

た人物だけで あ っ た｡

こ の ように , 当時の ニ ュ ー
･ イ ン グ ラ ン ドは教会 の世俗化と い う, 彼らにと っ

て の ｢ 堕落+ へ の道を進ん で い た｡ こ の こ と は
, 人 々 の信仰心が薄れたと いう

ことを表し, か つ て ニ ュ ー
･ イ ン グラ ン ドの 人 々 の生活の よりどこ ろ で あ っ た

教会の地位低下と結び つ い て い る ｡ また , 世俗化や教会員 の減少に伴う教会の

地位低下が ニ ュ ー ･ イ ン グ ラ ン ドの聖職者たちにと っ て どれ ほ ど切実な問題で

あ っ たかと いう ことは, 中途契約制度が導入されたことからも明らかだろう ｡

さらに ,
ニ ュ

ー
･ イ ン グ ラ ン ドの世俗化と いう問題を解決するため, 1 6 7 9 年に

は ｢ 宗教改革教会会議+ が開かれた｡ こ の会議の 目的は , 主が ニ ュ ー ･ イ ン グ

ラ ン ドに罰をあたえる ほ ど神を挑発した諸悪とは何か , そ して そ の諸悪を改革

7

岡田泰男編 『ア メ リ カ地域発展史』(有斐閣, 1 9 8 8) に よ ると, ニ ュ ー ･ イ ン グラ ン ドの
マ サチ ュ ー セ ッ ツ植民地 の 人 口 は , 1 64 0 年に は8 ,93 2 人であ っ たが , 教会員の 減少が問題
視され はじめた16 60 年に は2 0

,
08 2 人ふ くれ上 が っ て い た ｡ ま た, 移民 の 中に は信仰 の 自

由を求め た者だけで なく, 奉公人や豊富な自然資源を求めて い た者 な ど, ピ ュ ー リ タ ン
の 信仰に無関心 な者も多く見られた ｡

8

大西直樹 『ニ ュ ー イ ン グ ラ ン ドの 宗教 と社会』(彩流社, 1 9 9 7) に よ る と, 契約文の 内
容は, キリ ス ト教の 信仰 を続ける と いう こと を表明す る もの だ っ た｡
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｢ ピ ュ ー

リ タ ン の 共同体+ と して の 1 7 世紀 ニ ュ
ー

･ イ ン グ ラ ン ド社会㊥

するため に何をなすべ きかを議論する こと であり, 社会改善 の ため に どの よう

な政策をすべ きか の決議がなされた ｡ しかし , こう い っ た教会側の努力にもか

かわらず ,
ニ ュ

ー ･ イ ン グ ラ ン ドの 堕落は時代を追う ごとに進んで い くの であ

る ｡

2 . コ ッ トン . マ ザ ー と 『マ グナリア ･ クリステ ィ ･ ア メリカ - ナ』

徐々 に世俗化の すすむ1 7 世紀の こ ユ ー ･ イ ン グ ラ ン ドでも, な んとか人 々 の

敬慶さを取り戻そうと闘 っ て い た牧師の 一 族が い た｡ その 一 族 は｢ マ ザ ー 王朝+

と呼ばれ , 初代 の リ チ ャ ー ド ･ マ ザ ー ( R i c h ar d M ath e r) (1 5 9 5 - 1 6 6 9) が16 3 5 年

に ア メ リ カ に渡 っ て 以来, 子 のイ ン クリ
ー

ス ･ マ ザ ー

(I n c r e a s e M ath e r) (1 6 3 9 -

1 7 2 3) , 孫 の コ ッ ト ン ･ マ ザ ー ( c o tt o n M ath e r) (1 6 6 3 - 1 7 2 8) と , 3 代 にわた っ

て当時の ア メ リ カ における教会寡頭政治の中心的立場に立 っ て い た ｡ そ の なか

でも 3 代目 の コ ッ ト ン ･ マ ザ ー は
,
ピ ュ ー リ タ ン の牧師の中で最も偉大な人物

の 1 人とされる ｡

コ ッ ト ン ･ マ ザ ー

に 関する研究は, こ れま で文学史 ･ 思想史 ･ 宗教史 ･ 社会

史などの さまざまな観点から多くの ア プ ロ ー チ がなされて おり, 教会だけでな

く ニ ュ ー ･ イ ン グ ラ ン ド社会全体における指導的立場や公私問わず信仰熱心な

一

面 から, 彼が頑固で偏狭な人物で あ っ たと いうような印象を読み手にた びた

び与えて きた｡ た とえば16 9 2 年 に セ イ ラ ム で お こ っ た魔女裁判と の 関わりを

扱 っ た研究で は , ニ ュ ー ･ イ ン グラ ン ドを悪魔から守るため に積極的に魔女の

処刑にたずさわ っ て い た ようなイ メ
ー

ジ で措かれ て串り
9

, 彼が魔女裁判の 中

心人物であ っ たと いう認識 は い まだ根強 い
10

｡ しか しそ の ような位置づ けをさ

れて い る 一

方 で , もう 1 つ の コ ッ ト ン ･ マ ザ ー 像が描き出され て い る ｡ それは,

彼が世俗化の 傾向にあ っ た当時の ニ ュ ー
･ イ ン グ ラ ン ドの社会や教会を嘆き ,

9

た とえば, 森島恒雄 『魔女狩り』( 岩波新書, 1 9 7 0) p . 1 8 4 で は , 魔女狩りに 対して ｢ 直

接的な重大責任 を負わねばな らぬ+ と述 べ られて い る ｡
1 0

M ill e r , Th占N e w E n g la n d M i n d : f r o m C ol o n y t o P ro vi n c e , p ,1 9 1 .
マ リ オ ン L .

ス タ
ー キ ー

, 市

場泰男訳『少女た ちの 魔女狩り マ サ チ ュ ー セ ッ ツ の 菟罪事件』(平凡社, 1 9 9 4) , p . 3 4 6 .
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植民地建設当初 の ような共同体に戻すため に必死 に闘 っ て い た にもかか わら

ず, 同時代の 人々 からは非難されて い た姿 である ｡

コ ッ トン ･ マ ザ ー は中途契約制度が導入された1 66 2 年の 翌年に生まれて い る .

こ れは
, 彼が生まれる以前に , ニ ュ

ー ･ イ ン グ ラ ン ドの 人 々 の 心 が教会か ら離

れて しま っ て い ると いう ことが , す で に植民地社会全体にと っ て の 大きな問題

として取り上げられて い たと いう ことを示して い る ｡ さ らに彼は, 中途契約制

度導入 の是非を問う教会会議で は教会 の 純粋性を保持する ため に中途契約制度

に反対し, 1 6 7 9 年に開催された ｢宗教改革教会会議+ で は中心人物として 会議

をまとめあげたイ ン ク リ
ー ス ･ マ ザ ー を父 に持 つ ｡ コ ッ ト ン ･ マ ザ ー

は幼 い頃

から
, 父 をは じめ , 多く の 牧師が説教する の を聴 い たり, 祈りを捧げたりして

い る姿を目にし
11

, 自分も同じように熱心に神に祈り ,
い つ しか父親の ような牧

師になる ことを志すよう にな っ て い っ f=
1 2
｡
つ まり, 人 々 の 堕落がすで に表面

化して い る社会にお い て , 彼は ピ ュ ー リ タ ン の教えに従 っ て 入植以来敬度な生

活を送 っ て い る家族の中で育 っ た の である ｡ こ れらの ことから, 彼が ニ ュ
ー ･

イ ン グ ラ ン ドの教会をとりまく世俗化の波とそれに対抗する聖職者たち の 間に

大きな隔たりを感じ, 純粋な教会を保持する動きに傾倒 して い っ たと い う の

は
, 想像に難くな い ｡

コ ッ ト ン ･ マ ザ ー が偉大な牧師とされ て い る の は , 彼が ｢ マ ザ ー 王朝+ の
一

員 で あり, 母方の祖父も ニ ュ
ー

･ イ ン グ ラ ン ド建設時代の 主要な牧師の 1 人 ,

ジ ョ ン ･ コ ッ ト ン (J o h n C o tt o n) (1 5 8 4 - 1 6 5 2) で あると い う血筋によ る理由だけ

で はな い ｡ 彼 は生涯で45 0 も の著作物や説教を著して おり , 代表作 『マ グナリ

ア ･ ク リス テ ィ
･ ア メ リ カ

ー ナ』 ( M a g n ali a C h risti A m e ri c a n a ) (1 7 0 2) は ア メ リ

カ文学史上重要な作品の ひと つ に数えられ て い る ｡ こ の 作品は 7 巻 に の ぼ る

ニ ュ
ー ･ イ ン グ ラ ン ドの教会史で , 1 6 2 0 年から169 8 年ま で の時代を扱 っ て おり,

こ れ を含む多くの作品や説教の中で , 彼は教会の世俗化を背景に , ニ ュ
ー

･ イ

ン グラ ン ドの 人 々 の信仰心が薄れて い く ことを嘆い て い る ｡

i l
s il v e rm an

,
T h e L lf e a n d Tl

'

m e s of C o tt o n M a th e r , p . 1 3
, p . 1 9 .

1 2
Ib i d .

, p 12 9 1
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｢ ピ ュ ー

リタ ン の共同体+ と して の 1 7 世紀 ニ ュ ー
･ イ ン グ ラ ン ド社会㊥

彼は1 7 世紀後半の ニ ュ ー
･ イ ン グ ラ ン ドの 人 々 は堕落して い るととらえ, ｢ 今

や こ の改革された教会は約40 年 の あ い だ に常軌を逸した教会にな っ て しま っ

た+
13 と述 べ て い る ｡ つ まり ニ ュ ー ･ イ ン グラ ン ドは世俗化が進ん で しま っ たた

め , も はや純粋 な信仰の場で はなくなり つ つ あると いう こと で ある ｡ その
一

方

で , コ ッ ト ン ･ マ ザ ー が植民地が設立されたばかりの 時代を ｢黄金時代+
14
とみ

なして い る ことから
, 多く の研究者が指摘して い る ように , 彼はもう 一 度植民

地建設当初 の ような敬度なピ ュ ー リ タ ニ ズ ム の精神に基 づ い た共同体に戻る こ

とを切望 して い たと考えられる
15

｡

それ で は , 彼 は 『マ グナリ ア』 の なか で , ニ ュ
ー ･ イ ン グラ ン ドを植民地が

建設されたばかり の 頃の ような姿に戻すために , 具体的に どの ようなことをす

べ きと考えて い たの だろうか ｡

こ こ で特に注目した い の が , 『マ グナ リ ア』 の なか で彼が伝記に費や して い る

ペ ー ジ の割合で ある ｡ 第2 巻で は歴代の総督, 第3 巻 で は指導的立場にあ っ た

牧師, そ して 第4 巻 で は ハ - ヴ ァ - ド大学の卒業生 に つ い て記され , 7 巻全体

の 半分以上の ペ ー ジが伝記 で占められ て い る ｡ とくに初期の ニ ュ ー ･ イ ン グ ラ

ン ドの植民地にお い て指導的立場にあ っ た牧師たち の伝記を扱 っ た 第3 巻は ,

全 7 巻の なか で最も ペ ー ジ数の多 い もの とな っ て おり, それぞれ の牧師の生 い

立ちや回心体験 , 本国から ニ ュ ー ･ イ ン グ ラ ン ド へ 旅立 っ た背景, 説教の内容

などを中心に , 5 0 人 ほ どの牧師の 人生が振り返られて い る ｡ 植民地建設に直接

たずさわ っ た人物が高く評価され
16

, 全体の 半分以上の ペ
ー ジを彼らの伝記に

費や して い ると いう こ とが示 して い る の は, コ ッ ト ン ･ マ ザ ー が ｢ 黄金時代+

に戻るため に先人たちの人生を学ぶ ことを い か に重視して い たかと いうこと で

はな い だろうか ｡ それ は第3 巻の序文で以下の ように述 べ られ て い る ことから

1 3

M at h e r
,
M a g n a li a C h ri sti A m e ri c a n a , B o o k Ill , p ･

1 l ･

1 4

M at h e r
,
M a g n a li a C h ri sti A m e ri c a n a , B o o k I , G e n e r al I n tr o d u cti o n .

1 5

向井照 彦 『ウ ィ ル ダ ネ ス 研究序説』(英 宝社 , 1 9 9 5) , p .
2 5 4 . C a n u p , O u t Qf th e W ild e r n e s s ,

p . 7 8 . E m e r s o n
,
P u rit a n i s m i n A m e ric a

,
1 6 2 0 - 1 7 5 0 , p . 1 4 6 な ど｡

1 6

E m e r s o n
,
P u rit a n is m in A m e ri c a

,
1 6 2 0 - 1 7 5 0 , p . 1 4 6 で は , とく に高く評価され て い る人物

と して , ウ イ ンス ロ ツ プや ジ ョ ン ･

ウ イ ンス ロ ツ プJ r . (J o h n W i n t b r o p J r .) , ビ ル ダリ ム
･

フ ァ ー ザ ー ズ の ウ イ リ ア ム ･ ブ ラ ッ ドフ ォ ー ド ( w illi a m B r a d f o rd) の 例 が挙 げられて い

る ｡
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も明らか である ｡

A n d n o w , b y i n t r o d u ci n g 血 e F ath e r s o f N e w
- E n gla n d , w ith o ut th e l e a st Ficti o n , o r

Fig u r e of R h et o ri c k , I h o p e th e plai n H ist o r y of th eir Li v e s , w ill b e a p o w e rf ul w a y

o f p r o p o u n di n g th ei r F a 血 e rly C o u n s el s t o th ei r P o s t e rit y . A s t r o k e w ith th e H a n d o f

a d e a d M a n , h a s b e 氏)r e n o w b e e n a R e m e d y f o r a M al a d y n o t e a sily r e m e di e d
1 7

･

そ して今, ニ ュ ー ･ イ ン グ ラ ン ドの 父 た ちを , 最小 の うそや大げさな表現に

よ る姿を用 いずに紹介する こ とで , 飾らな い 彼らの 人 生 の 物語が , 子孫に対

して父親らしい 助言を提示す る た め の 強力な方法とな る こ とを願う ｡ 亡く

な っ た 人物 の手に よ る
一

撃が , こ れ まで簡単に治さ れ なか っ た 病に対する救

済法な の で あ る ｡

それ では, コ ッ ト ン ･ マ ザ ー が ｢ 簡単に救済されなか っ た病に対する救済法+

と表現して い るも のから, 彼らの 人生を学ん で ｢ 黄金時代+ を復活させ るため

の 方法は どの ようなもの だ っ たの かを考える ｡ まず, ニ ュ ー ･ イ ン グ ラ ン ド社

会が抱える ｢ 病+ を
一

言 で表現すれば ｢ 堕落+ と いう こ とになり, そ の病を治

すためq) ｢ 救済法+ と は ニ ュ
ー ･ イ ン グ ラ ン ドの父たち の 人生を振り返る こと

である . しかし, 振り返るだけで再び ｢黄金時代+ フうミ訪れるはずもな い ｡ 彼が

ニ ュ
ー ･ イ ン グ ラ ン ドの モ ー セ と評する初代総督ウ イ ン ス ロ ツ プの伝記にお い

て , コ ッ ト ン ･ マ ザ ー

は彼を ｢ 非常に模倣する に催する人物であると推薦+ し,

そ の 理由として , ウ イ ン ス ロ ツ プが非常に信仰熱心 で あ っ た こ とをあげて い

る
18
｡ ･

以上 の ことから, コ ッ ト ン
･ マ ザ ー

が 『マ グナリ ア』 で主張して い る こ とが

見えてくる ｡ それは, ニ ュ ー ･ イ ン グラ ン ド社会の堕落は人 々 が敬慶で はなく

な っ た ことと結び つ い て い る こと, そ して堕落をく い止めるため には ニ ュ
ー ･

イ ン グラ ン ドの偉人たちを見習うことが必要だと い う こ と である ｡

1 7

M a th e r
,
M a g n ali a C h ri sti A m e ric a n a , B o o k Ⅲ , p . 1 .

1 8

M a th e r , M a g n ali a C h ri sti A m e ric a n a , B o o k Ⅱ, p . 9 .
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｢ ピ ュ ー

リタ ン の共同体+ と しての 1 7 世紀 ニ ュ
ー ･

イ ン グラ ン ド社会㊥

3 . 罪の意識と悔い改め

『マ グナリ ア』では い たると こ ろ で｢ 堕落+ と いう表現( D e g e np r a cy , D e cl e n si o n ,

c o r r u p ti o n な ど) が用 い られて い る ｡ こ の ｢ 堕落+ と いう言葉は , しばしば17 世

紀後半の ｢ ニ ュ
ー ･ イ ン グ ラ ン ド+ や ｢ 教会+ と

一

緒 に用 い られて い る
一

方,

｢ ヨ ー ロ ッ パ+ や ｢ イ ン グラ ン ドの教会+ と い う言葉と結び付けられて い る こと

もある
19
｡ しか し, 植民地が設立された当時の事柄 に つ い て 述 べ られ て い る箇

所で は , ｢ 堕落+ と ｢ ニ ュ
ー

･ イ ン グ ラ ン ド+ あ る い は ｢ 教会+ と い う言葉は結

び付けられて い な い ｡ 彼が植民地が設立されたばかりの 時代を ｢黄金時代+ と

みなして い る ことから, 植民地建設当初の ニ ュ
ー ･ イ ン グラ ン ドに は ,

1 7 世紀

前半の ヨ
ー ロ ッ パ に も17 世紀後半の ニ ュ

ー
･ イ ン グラ ン ドにも見られな い特質

があ っ たと考えられる ｡

ピ ュ ー リ タ ン たちが ア メリ カ へ 渡 るき っ かけとな っ た の は, 第1 章 で述 べ た

ように英国国教会 の 堕落した姿で あり, 聖書に基づ い た純粋なキリ ス ト教を信

仰する新しい 共同体を つ くりた い と いう彼らの強 い信念で あ っ た ｡ そ して , そ

の信念はウ イ ン ス ロ ツ プが16 3 0 年に行 っ た説教 『キリ ス ト教慈愛の雛形』 の な

か で次 の よう に述 べ られて い る ｡

T b e e n d is t o i m p r o v e o u r li v e s t o m o r e s e r v
i c e t o t h e L o r d , th e c o m f o rt a n d

i n c r e a s e o f t h e b o d y of C h ri st w h e r e of w e a r e m e m b e r s , t
h at o u r s el v e s a n d p o st e r lty

m a y b e t h e b ett e r p r e s e r v e d fr o m th e c o m m o n c o r r u pt1 0
n O f th e e vil w o rld , t o s e r v e

th e L o rd a n d w o rk o u t o u r s al v a ti o n u n d e r th e p o w e r a n d p u r lty O f H is h o ly

o rdi n a n c e s .

1 9
た とえば , 1 7 世 紀後半の ニ ュ

ー ･ イ ン グ ラ ン ドの 教会 の 堕落 に つ い て
"

I s a w a f e a r fu l

D e g e n e r a cy , c r e e p i n g , I c an n o t s a y , b u t ru s hi n g i n u p o n t h e s e C h u r c h e s
”

( B o o k Ⅲ , p ･ l l) と

述 べ て い る ｡ また , ヨ
ー

ロ ッ パ に つ い て は
` `

th e D e p r a v a ti o n s o f E u r o p e
' '

( B o o k I
,
G e n e r al

l n t r o d u cti o n) と表現されて い る ｡
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わ れわれ の 目的は , 主 に対 して , より い っ そう奉仕し, 私たちが
一

員と して

連な っ て い る キリ ス トの 体に , 安らぎと栄が加えられ る よう, わた した ちの

生活を向上 さ せ る こ と である ｡ それ によ っ て
,
わ た したち と子孫らが, こ の

世 の腐敗 か ら い っ そう守られ, 神 の 聖 な る捉 の力と潔さの もとで , 主 に使

え, 救 い を全うする ため で あ る ｡ 20

主 の ため に生活を向上させ る ことによ っ て , こ の世の腐敗か ら守られると いう

点と , そ の 約60 年後に コ ッ ト ン ･ マ ザ ー が ニ ュ ー
･ イ ン グ ラ ン ドの 堕落に つ い

て嘆 い て い る点を併せ て 考えると , 彼 にと っ て の ｢ 黄金時代+ の特質と , 1 7 世

紀後半の ニ ュ ー ･ イ ン グ ラ ン ドの ｢ 堕落+ の 原因が見えてくる ｡

まず ｢黄金時代+ の特質とは, ウ イ ン ス ロ ツ プの 説教に厳格に従 っ て , 新 し

い神 の 国の建設の ため に主に奉仕し,
一

人 一 人が生活向上に取り組ん で い た こ

とだと考えられる ｡ そ して ｢ 堕落+ の原因とは , 人 々 が主に奉仕しなくな っ た

ことと結び つ い て い る ｡ つ まり コ ッ ト ン ･ マ ザ ー にと っ て ｢ 堕落+ とは , 人 々

が主 の ため に生活を向上させ て い か ､ 結果もたらされたも の なの で ある ｡
一

方

で彼は 『マ グナ リ ア ･ ク リ ス テ ィ ･

ア メ リ カ
ー ナ』 の なか で , ｢ 主 に対して , よ

り い っ そう奉仕+ する人物を ｢ 忠実なしも べ+ ( F aith f ul S e r v a n t) と い う言葉で

表現して い る ｡

こ こ で
, 前章 で触れたように コ ッ ト ン ･ マ ザ ー が ｢ 簡単に救済されなか っ た

病に対する救済法+ と表現して い るもの に つ い て再び考えた い ｡ ニ ュ
ー

･ イ ン

グ ラ ン ドの社会が抱える ｢病+ が堕落であり, こ の 病を治すため の ｢ 救済法+

は, ニ ュ
ー ･ イ ン グ ラ ン ドの植民地建設にたずさわ っ た人物の 人生を見て 学ぶ

こと であると いう ことはすで に述 べ た ｡ こ の ｢ 病+ と ｢ 救済法+ と いう言葉に

着日して , 『マ グナリ ア』 に見られる コ ッ ト ン ･ マ ザ ー の ピ ュ ー リ タ ニ ズ ム を考

察する ｡

まず, 堕落と い う ｢病+ に つ い て は先程触れたように , ニ ュ ー ･ イ ン グ ラ ン

ドの人 々 が忠実なしも べ として 主に奉仕するよう生活 の 向上をはかる のを怠 っ

20

M ill e r e d ･

,
T h e A m e ri c a n P u rit a n s

,
T h ei r P r o s e a n d P o et yy , p . 8 2 . 訳 は , 大下尚

-

『ピ ュ ー

リ タ ニ ズ ム』(研究社, 1 9 7 6) p . 1 2 3 に よ る ｡
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｢ ピ ュ
ー

リタ ン の 共同体+ と して の 1 7 世紀 ニ ュ
ー ･ イ ン グラ ン ド社会㊥

て い る こ と である ｡ その結果 , ニ ュ
ー ･ イ ン グラ ン ドの社会は堕落と いう ｢病+

に冒され , ウ イ ン ス ロ ツ プが標模した ような, 各個人が主 の忠実なしも ベ で あ

る共同体で はなくな っ たの だ｡ で は, そ の ｢ 病+ を治すための ｢救済法+ とし

て先人たち の 人生を見て学ぶ ことをあげたが , 具体的には彼らの どの ような点

を学ぶ ベきな の だろうか｡ こ れま で の議論から, ｢ 黄金時代+ の 人 々 と1 7 世紀後

半の 人 々 と の違 い は , 主 の忠実なしも ベ として生活の 向上に励ん で い たか否か

であると考えられる ｡ したが っ て , 新 し い神の 国 の指導者として 人 々 を率先し

て神に仕えた人物を見習 い , 彼らと同 じように
一 人 一 人が主の忠実なしも ベ と

して振舞うこと で , 1 7 世紀後半の ニ ュ
ー

･ イ ン グラ ン ド社会を蝕ん で い た堕落

から救済されると いうように , コ ッ ト ン
･ マ ザ ー は考えて い た の で はな い だ ろ

うか ｡ こ の ように考えると, ニ ュ
ー ･ イ ン グラ ン ドが堕落して きたと いう こと

は, すなわち , 新しい神 の国を創る にあた っ て 必要不可欠な存在で ある主 の忠

実なしも ベが い なくな っ て きたと いうことを意味して い る ｡

それ で は17 世紀後半の人 々 が見習う ベ き ｢ 忠実なしも ベ+ と は, 具体的に ど

の ような人物だ っ た の だろうか ｡ 第2 章でも述 べ た ように , ウ イ ン ス ロ ツ プが

非常に信仰熱心で あ っ た た め ｢ 模倣する に催する人物+ と表現され て い る こと

から, 特 に信仰熱心な人物に対して ｢ 主 の忠実なしも ベ+ と い う表現が用 い ら

れ て い る の で ある ｡ 例えば, 説教 で より多くの 人 々 に神 の言葉を広めた人や,

祈りに励ん だ人 , また貧し い 人 にすすん で施しを与えるような人な ど, 聖書 の

教えに忠実な人物の ことを指して い る ｡ しかしながら, 聖人 の ように称えられ

て い る彼 ら でも , 回心体験をするま で はさま ざまな こと に つ い て 思 い悩ん だ

り, 真剣に祈りを捧げなか っ たり , ある い は世俗的な事柄に関心があ っ たりと,

ある意味で は人間らし い
一

面もあ っ たと い うことが垣間見られる ｡

回心前は17 世紀後半の ニ ュ
ー ･ イ ン グ ラ ン ドの 人 々 とおなじように世俗的な

面を持 っ て い た彼らが , 敬慶な ピ ュ
ー リ タ ン に変身したの はなぜか ｡ そ れは彼

らが抱 い た罪の 意識と大 い に関係があると考えられる ｡ そ の
一 例 と して , 『マ

グナリ ア ･ ク リ ス テ ィ
･

ア メ リ カ
ー

ナ』 の 第4 巻の最後に取り上げられ て い る

ナサ ニ エ ル ･ マ ザ ー ( N atb a n a el M at b e r) (1 6 6 9 - 1 6 8 8) に つ い て 考察する ｡

ナサ ニ エ ル ･ マ ザ ー

は1 9 歳と いう若さで病死した ,
コ ッ ト ン ･ マ ザ ー の 実弟

0 6 7
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で ある ｡ コ ッ ト ン ･ マ ザ ー に よ れば, 彼 は幼 い 頃から非常に勤勉で , 信仰心や

悔 い 改め , 回心 に関する多くの本を読み , 死 の 間際まで信仰に励ん で い た
2 1
｡ そ

れでもナサ ニ エ ル ･ マ ザ ー の 日記に見られる の は , 自己分析と, 分析 の結果自

分が い か に堕落して い るか と いう ことに対する嘆きであ っ た｡ と いう のも , 実

際彼も嫉妬や疑 い の心を持 っ て い たため , 偽善者となる ことを恐れ い つ も罪の

意識 にさ い なまれて い たから である ｡

しか し, 自分は神に対して 偽善と いう罪を犯 して い る存在で あると悟 っ た た

め , 日記 で ｢ 私が以前悪魔の しも べ だ っ た ときと同じくら い に活動的なキリ ス

トの しも べ+
2 2
とな る よう願 っ て い る ｡ さら に別 の細分で は , ｢ 私 の 持 つ す べ て

の物は, 神の お役に立 つ べ き で あり, 私 の体の 全器官や力は, 神の 栄光を得る

ため に尽力す べ き で ある ｡+
23
と述 べ て い る ｡ こ こ からわかる こ とは, 彼らは自

分を罪深 い存在だと思うことによ っ て , よ り熱心 に祈り , そ の結果神から救わ

れたと感じ, 自分を救 っ てくれた神に報い るため に, またさらに 一 生懸命に神

に仕えるようになると いう こと である ｡ そ して , 人 々 が敬慶な心から神に什え

る こと で神は栄光で満たされる の で ある ｡ 『マ グナリ ア』には , こ の ようなたく

さ ん の ｢ 忠実なしも べ+ の 回心体験の様子が詳細に描か れて い る ｡ 彼 らは罪 の

意識を感じ, 悔 い 改めをした結果 , 主 の忠実なしも べ へ と生まれ変わ っ て い る ｡

それ で は
, 『マ グ ナリア ･ ク リ ス テ ィ ･ ア メ リ カ ー ナ』 で読者に主 の忠実な し

も べ となる べく, 先人たち の 人生を見習うよう主張して い る コ ッ ト ン ･ マ ザ ー

自身は , 罪 の 意識とどの ように向き合 っ て い た の だ ろうか ｡ 一 例と して
, 彼が

十代だ っ たとき の様子を見て み よう｡ 彼は自分の父 の ようにすばらしい説教を

お こな い , 有名な牧師になりた い と願 っ て い た ｡ しか し, 幼 い 頃か ら吃音に悩

まされ , 人前 でうまく話すことが できなか っ た彼は , い つ しかそ の 原因が自分

自身の持つ プ ライ ドと怒りと いう 2 つ の罪にあると感じるようにな っ た ｡ そ の

ため長 い 間自責 の念に駆られ , 神 に祈りを捧げて い ると , 神が許しを与えてく

れたと いう確かな感覚を得たと いう ｡ そ の結果 , 彼 は舌を自分の名声の ため で

21

M a th e r
,
M a g n a li a C h ris ti A m e ri c a n a , B o o k ” , p ･ 2 1 2 .

2 2

Ibid ･ , p ･ 2 1 4 ･

2 3

Ib id .
, p ･ 2 1 2 ･
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｢ ピ ュ ー

リ タ ン の共同体+ と して の 1 7 世紀 ニ ュ ー ･ イ ン グ ラ ン ド社会㊥

はなく神に仕える ため に用 い る こと で吃音を克服 した
24
｡ 舌を神に仕えるため

に用 い ると いうことは , すなわち , 神 の言葉を人々 に届けるために自分の 舌を

使うと いう こと である ｡ 彼 は, か つ て 主 に仕える ことよりも自分が名声を得る

方を優先して い た去 こ の 時点で は コ ッ ト ン ･ マ ザ ー は主 の忠実なしもべ で ある

とは言えな い ｡ しかし, 主 よりも自分の利益を優先した ことを罪と認め , そ の

ような罪を犯した自分を許してくれた主に対し, 心を入れ替えて精力的に自分

自身を捧げるよう努め る姿は , 彼が 『マ グナリ ア』 で描き出して い た主 の忠実

なしも べ と変わら ぬもの がある ｡

神の言葉を人 々 に伝えるため に自分の舌を使うと誓 っ た コ ッ ト ン ･ マ ザ ー

は ,

同時代の 人 々 に対して ｢ 祈る時間をもて な い もの は, 神 により来世で断罪され

る+
25
と 説 い て い た｡ こ こ か ら考えられる こ とは , 1 7 世紀も終わりの 頃に は ,

人 々 は祈る ことさえしなくな っ て い ると いう こと であり, 新し い 神 の 国と いう

共同体に欠かせな い 存在である主 の忠実なしも べが い なくな っ て い ると いう こ

と の表れ で ある ｡ そ して これま で論じたように ｢罪の 意識と悔 い改め+ は, そ

の共同体に欠かせ な い主 の忠実なしも べ になるため に必要な要素である ｡ そ れ

ゆえ コ ッ ト ン ･ マ ザ ー は世俗化する民衆に対し, 先人たち の模倣をする ことを

強調 し, 声高に悔 い 改めを説 い て い た の だ っ た｡

お わ り に

初代総督ウ イ ン ス ロ ツ プは , ニ ュ
ー

･ イ ン グ ラ ン ドにおける最初の精神的指

導者と考えられて い る
26

｡ 彼の 『キリ ス ト教慈愛の雛形』 で は , ニ ュ
ー ･ イ ン グ

ラ ン ドは ｢ 丘 の 上 の町+ で あり , 神のもとにある共同体として , 個人がそれぞ

れ の 役割を果たすことが望まし い と述 べ られ て い た｡ よ っ て , ニ ュ
ー ･ イ ン グ

ラ ン ドの ピ ュ ー リ タ ン は教会を中心と した ひと つ の共同体として まとまる こと

24
s il v e r m a n

,
Th e L lf e a n d Ti m e s of C o tt o n M a th e r , p p . 2 9 - 3 4 .

25
デイ ヴイ ッ ド ･ E ･ シ ャイ , 小池和子訳, 『シ ン プル ライ フ もう ひと つ の ア メリ カ 精神

史』 (勃草書房, 1 98 7) p . 3 1 .

2 6
E m e r s o n

,
P u rit a n i s m i n A m e ri c a

,
1 6 2 0 - 1 7 5 0 , p ･ 4 3 ･

0 6 9



㊥人文科学研究 第 1 1 8 輯

が彼らの重要な目的 の ひと つ で あ っ た｡ そ の た め , 牧師をはじめ ピ ュ ー リ タ ン

の教えを厳格に守ろうとする人 々 は , 教会を中心とした秩序ある共同体を保持

しようとしたの である ｡

しかし社会は時代を経る に従 っ て 変化するも の であり , ｢ 新し い神の 国+ とし

て 始ま っ た ニ ュ ー ･ イ ン グラ ン ドにも同じことがあて はまる ｡ さらに , イ ギリ

ス だけでなく ヨ ー ロ ッ パ各地から, ピ ュ ー

リ タ ン 以外 の さまざまな移民, とく

に宗教目的で はなく新大陸 の 豊富な自然資源を求める移民なども入 っ て きた こ

と により, 社会は急激に変化する ｡ しかし, そう い っ た多様なものを排除して

しま っ たら , ニ ュ
ー ･ イ ン グ ラ ン ド社会はひと つ の まとまりとして の共同体と

はもはや言えなくな っ て しまう の で はな い だ ろうか ｡

よ っ て
,
コ ッ ト ン ･ マ ザ ー が 『マ グナリ ア ･

ク リ ス テ ィ ･ ア メ リ カ
ー

ナ』 で ,

ウ イ ン ス ロ ツ プが宣言したような主の 忠実なしも べ に よ る共同体の よみがえり

を切撃して い た の は, 聖職者として教会の権威や人 々 の信仰心を復活させた い

と いう思 い の ほ か に , ひ と つ の まとまりとして の 共同体の復活を求め て い たか

らだと考えられな い だろうか｡ つ まり , 彼は ニ ュ
ー

･ イ ン グラ ン ドに暮らすさ

まざまな人 々 をひと つ の共同体の構成員として つ なぐ役割を , ピ ュ
ー リ タ ニ ズ

ム に見出して い たと い う こと で ある ｡ したが っ て コ ッ ト ン ･ マ ザ ー が 人 々 に対

して
, 罪を悔 い 改め て 主 の忠実なしも べ となる こ とを主張し続けて い た の は ,

堕落した人物を共同体から締め出すため で はなく, 反対に, 忠実なしも べ とし

て 共同体に留め て おくため であ っ たと考える ことが できる ｡ ま た , 排除して し

まうと いう ことは , 共同体として の ニ ュ ー ･ イ ン グ ラ ン ドの 意味を損な っ て し

まうことに つ ながるとも い える ｡

以上 の ことは , 教会員になるため の 厳し い 条件や魔女狩りと い っ た , ｢ 排他

的+ なイ メ ー ジ で語られる こと の多か っ た従来の ピ ュ ー リ タ ン像とは異なるイ

メ ー ジ である ｡ しかし, 彼がウ イ ン ス ロ ツ プの 思想にあるような共同体を目標

にして い た事や , 『マ グナリ ア』にお い て中途契約をプ ロ パ ガ ン ダするような発

言をして い た
27
こ と をあわせ て 考えれば , それ ほ ど不自然なこと で はな い だろ

2 7

M i11 e r, T h e N e w E n g l a n d M i n d : f r o m C o lo n y t o P r o vin c e , p . 1 03
,
1 0 5 , 1 0 8 .
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｢ ピ ュ ー リタ ン の 共同体+ と して の 1 7 世紀 ニ ュ
ー

･ イ ン グラ ン ド社会㊥

う ｡

こ の時代に起こ っ た ア メ リ カ の社会的変化に つ い て , デイ ヴイ ッ ド
･

E
･ シ ャ

イ は次の ように述 J< て い る ｡

旧 い イ デ オ ロ ギ
ー と暮ら しか た が , 新 し い もの と並ん で 存続する ｡ どん なに

気づ かれ にく い に せ よ , ア メ リ カ の 経験を規定する に お い て , 歴 史の 連続性

が , 歴 史の 変化と ほ とん ど同じくら い 影響力があ っ た の だ ｡ 事実, こ の 国の

国民性に か た ちを あたえた の は , こ の 二 つ の あ い だ の 絶えざる衝突だ ら た .

ア メ リ カ人 は , 同時に , 進歩と伝統に帰依して きた ｡ こ の こ とは ピ ュ
ー

リ タ

ン 倫理を なが め る とき, とりわけ真実であ る ｡
28

こ こ で ｢ ア メ リ カ の 国民性にかたちを与えた の は進歩と伝統であり, ア メ リ カ

人はその 両方に帰依してきた+ と述 べ られて い ると こ ろ から, 最初に述 べ たよ

うに コ ッ ト ン ･ マ ザ ー が ｢ 最初の ア メ リ カ人+ とされて い る理由がわかる ｡ 今

ま で論じて きたように, 社会 の 変化に伴 っ て 共同体 の構成員も変化 して きた ｡

彼は , 植民地建設の要で あ っ た宗教を用 い て こ の共同体の変化 ( つ まり世俗化)

に抵抗して い る ように見えた｡ しかし
一

方で , 宗教を利用する こと で こ の 共同

体 の変化( こ こ で は多様化) に対する適応法を提示して い たとも考えられる ｡ つ

まり, 多様化と いう社会の変化にともなう共同体崩壊の危機に対応する ため ,

多くの厳しい 批判を受けながらも人 々 に共通 の認識 で ある宗教を用 い , 人 々 の

信仰心が薄れ て いく ことに警鐘をならしたの である ｡ ゆえ に , 彼が ｢ 最初 の ア

メ リカ人+ とされて い る理由が こ こ にあり, ア メ リ カと い う多文化社会に暮ら

す人間それぞれが , ひと つ の共同体の
一

員 であると いう意識を最初に表した人

物なの である ｡

2 8

シ ャイ 『シ ン プ ル ライ フ もうひ と つ の ア メ リ カ精神史』 p . 3 0 .
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